令和８年　　月　　日
２．活動について
	活動タイトル（30字以内）
（例）学校まわりの生きものを調べて守る活動

	活動内容

・活動期間（例：2023年4月～現在）


・参加人数・部活名等（例：生徒15名、教員2名）


・主な活動場所（例：学校周辺、○○川、○○干潟）



	活動概要（目安：400～2000字程度） ※箇条書き可
（例）
総合的な学習の時間を利用して、学校の近くを流れる○○川や校庭、地域の公園で、一年間を通して生きもの観察を行いました。春・夏・秋・冬の季節ごとに観察会を実施し、見つけた野鳥や昆虫、植物を図鑑で調べ、観察カードに記録しました。
3野鳥については、双眼鏡を使って種類や行動を観察し、さえずりにも注目しました。また、校庭に巣箱を設置し、利用する鳥の種類や子育ての様子を観察しました。
地域の自然環境について学ぶため、地域の自然観察指導員や保護団体の方にも協力いただき、自然観察会を実施しました。活動を通して、生きものは周囲の自然環境と深く関わっていることを学びました。
学習した内容は壁新聞や学習発表会で紹介し、保護者や地域の方々にも活動を知っていただきました。














３．成果・工夫した点（目安：400～2000字程度）
	以下のような内容をご記入ください。
・工夫したこと　・地域との連携　・継続している点　・今後期待されること

（例）
継続して観察を行ったことで、季節によって見られる鳥や植物が変化することに気付くことができました。また、同じ場所でも天候や時間帯によって観察できる生きものが異なることも学びました。
野鳥観察では、図鑑だけでは分からない特徴を友達同士で話し合ったり、専門家に質問したりすることで理解を深めることができました。
活動を進める中では、「生きものを驚かせない」「巣に近づきすぎない」「植物をむやみに採らない」といったルールをみんなで決め、自然に配慮した観察を心掛けました。
発表会では、活動を知った地域の方から「一緒に自然を守っていきたい」という声をいただき、自分たちの活動が地域にも広がっていることを実感しました。





















審査で重視するポイント
〇　児童・生徒が、教員や地域の関係者の支援を受けながら、主体的に取り組んでいる
〇　野生生物全般に関する保護活動において、「親しむ活動」「理解する活動」「守る活動」
「広める活動」 が行われている 
〇  活動が、野生生物の保護や生息環境の保全につながっている
〇  活動が、地元の方々と関わりながら協力が得られるものになっている 
〇  子どもならではの着眼点や創意工夫が見られること
